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衡{aeqglitasj

め
遵
守
、換
言
す
れ
ぱ

「

公
正
の
價
格

i

の
確
保
な

-じ。
然 

る
ぱ
，貸

付

，の

樊

.約は
：代
替
物
：

®賣
却
に
外
な
ら
す

fせ
ば
、®
膨
の
契
約
に
於
け
る
公
正
の
慎 

格
は
貸
與
せ
ら
れ
だ

i
.
も
の
：i

同. 一

價
値

',..

の
代
替
物
の
返
還

.に在
る

s

i

若
し
賣
却
せ
ら 

れ

.たる
特

殊

め

代

替

，物
：一
が
：貨

策

な

.る

揚

合

に

は

、正

價

の

見

.
aは極
め
て
簡
取
な

-

=v 。

即
ち
を 

は
同

1.

價

値

の

貨

條

觸

の

償

，癒

な

-
c
。̂'

汝
が
货
幣
の
貸
付
を
行
へ
か
ざ
せ
ぱ
，汝
は
該
物
仲
の 

所

.有權
を
拋
寨
せ
る
な
：

&、而
し
て
汝
が
其
の
後
に
，至

b同

！

物
仲
於
ず
所
有
權
を
取
#
せ
 

ゎ
ヒ

：

せ
ぱ
，汝
は
滿
足
ず
可

41；

も
の

5 

b
p
.

簿
傲
は
價
値
の
.普
遍
的
尺
度
ね
る
に
至
れ
る
が
故 

汝
は

•取に
同
：

一

額
の
貨
艘
の
返
遺
を
受
く
可
き
も
の

.な
b
o汝は
其
の
貸
與
せ
る
货

.幣の

.

用
を
受
ぐ
る
こ

ピ

能
：
^
ず
ど
雖
も
、而
か
汝
は
常
：

2

所
有
機
に
暇
隨
せ
る
諸
般
の
危
險
を
も
亦 

た
蒙
る
こ
と
な
し
。：
然
れ
れ
も
靡
し
汝
！

1

其

の

財

産

ゆ

使

：用
に
：對
，す

る

寒

®

を
要
求
し
、#

の 

0
 
.
M

を

も

等

し

ぐ

主

張

と
：せ

、は
、货
幣
は

0

す
に
ょ
ヶ

.て
か
み
.使
用
せ
ら
れ
得
る
も
の
な 

る
が
故
に
、.汝ほ
何
等
の
存

f
c
を
も
有

.也

h

る
物
に

'對
し
て
斜

A

を
#
:

求
す
る
こ

e

、
爲
る

0 
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汝
が
其
の

'
.隣
人
に
®
し
貨
能
に
於
て
所
有
播
れ
敦
膨
せ
る
暇
に
は
、汝
か
彼
れ
が
之
れ
を
セ
费 

サ

ん

と

.
^
ク

、

あ

る

，
^

か
.な
一
レ
？

蓋
し
を
ま
彼
れ
が
た
れ
を
以
て
行
ひ
得
可
き
唯
一
の
使 

用
な
れ
ぱ
な

-V。
彼
れ
：ゆ

淡

の

財

：*

の
.

*遺
を
鞭
氣
せ
を
料
故
：に
、彼
作
を
し
て
旣
に
自
：已
の

所
有
と
爲
ゎ
、
e

&
.の
;危
臉
に
於
て
傲
有
せ
ら

を

ゆ
嗽
用
に
骤
し
て
支

^
»
.は
し
む
る
は
，不

正
な
り

.
。

：
' 

,
-
X
,

.
,り

バ

-

.:.
リ

 

.

'

‘：

然

れ

ど
も
ト

f

卞
ス
，は
货
德
が

.一:

定
の
揚
合
に
於

V
，

消
費
せ
ら
る
； 

>
 こ

な

く

し

て

使

S

せ
‘ら

る

I

:
事
賞
を
觀

•週
す
る

.こ
ズ
な
か
か
き
。
：
即
ち
借
手
於
貨
膝
を
.費
ぐ
が
爲
め
に
之
れ

を

；
要

：
求

せ

於

し

て

，
虛

'

飾

の

：目
的
：を

以

て

す

る

ま

故

に

，t§
:

事

情

を

異

に

，す

み

も

.

ね
,
,

言

は

ざ

る

可

ら

ず

。

彼

れ

は

其

の

，使

費

せ

ら

る

防

止

す

る

；
が
爲
.め

K

囊
中

に

縫

込

め

ら

れ

旦

ク

封

印
せ
ら
れ
、而

し

の

儘

如

何

な

る

目

的

に

對

す

と

間

，ほ
す
し
て
貸
與
せ
ら
る
ぐ
貨
愤

の

例

を
示
し
カ
タ
。

斯
ー
く

-
の
如
き
：摄

合

に

‘ぱ

借

手

は

同

f

，の
：
银

货

を

遮

遺

す

、
る

な

る

,
 ̂

I

は
苑
も
愿
匹
若
し
く
は
家
屋
の
そ
れ
と
等
し
ぐ
賃
貸
借

f

l

I

I
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i
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f
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1

1
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货

に
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ポ
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0
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又
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貨
幣
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.使用
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代
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を
夢
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を
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し
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.
i
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^
^
u
i
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が
，單
に
賛
貸
せ
ら
れ
た
る
，に
過
ぎ
ず
し
、で

"猶
ほ
粮
所

.有
救
：の

'取
産
た
る
恥
貨
に

.就
ぎ
て
}̂
當

. 

に
行
ひ
得
可
き
方
法
に
於
て
、：

r

時
他
の
者
の
財
産
な
る
可
く
讓
渡
せ
ら
れ
た
る
富
を
取
极
义 

冗
き
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货
存
す
る
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,
、

又
た

'吾
人
に
し
て
貨
胳
の
，本

®
 

.
^
.
考
察
す
か
時
ほ

.、を
'は
变
衡
の
媒
介
物
ギ
し
て
役
立
つ
が 

爲
め
に
案
出
せ
ら
れ

.而

し

相

a

の
.必
要

^

#

,

0

0
勞
作
の
所
産
を
交
換
す
る
に
由
ゥ
て
滿 

足
す
可

&

あ
易
の
自
然
：

i

形
勝
を
輕
易
な
ら
し
む
る
こ

&

大
を
る
知
る
可
し
。
而
も
之
か 

を
利
得
の
：银
源

W

レ
で
取
扱
ふ
は
其
の
本
来

'
'か
職
能
ょ
お

.之
れ

.

.
轉̂
向
ザ
し
办
、斯
く
て
父
た

何
等
ル
利

.得
も
自
然
に
生
中
；ギ
こ

.
'ぬ
あ

&

所
に
刹
得
を
一
.得
せ
レ
む
キ
も
み
ね
ね
。
更
ら
に
ト

.
‘ 

.

.

.

. 

•
' 

. 

- 

: 

*.'*■: 

■ 

• 

• 

. 

* 

• 

•
;

-
,.

,

V

本
は
反

a

識
者
の
：所

#
 

答

7

 

ず

‘る
：の
ま

#

な
.き
き
は
贼
れ

.の：
®

與

せ

る

所

，
'
の 

^

の
に

' 
動

し

膨

驚

-
 ̂i；

レ

が

得

V』

.も
肺

‘も
：彼

の

以

上

を

取

立

ウ

可

ら

す

。
然 

る
に
、歡

し

ー

撒

ゆ

に

し

跨

S
'

.資

^

せ
.
.
'
を
，か
ホ
ネ
衝
遂

^

^
 

^

^

 

^
ぱ
、彼
れ

' 

義

S
'

平
衡 

：i

ッ
觸

C
v

ポ
償

'蠻
せ
シ
れ
た
る
な

.わ
、Irî;̂.に

於
，ず
乎
滅
，

^
.
1
1
.
し

.て
若

t

其
，
.の
‘實
髓
.の
嫩
費
外
に 

何
等
の
風
き
，

る

#

の

M
 

#
權
に
難
じ
セ
暴
れ
以
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，

徵

ホ
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^

は
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せ
ざ 
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ダ"tn

鎭 

n

ニ I,
る
或
る
物
の
代
價
を
徵

.す
を
も
の
お
き
，斯
く

‘
,
.又

2

の

徵

收

像

ま

f

」

f

 

.

.

.
-

I
X
X
貴

：：
a

r
t

€
a

s

を

^
^
^

の
原
則
を
明
確
に
表
示
せ

&

0

.
日
I

s

 m

m
せ

ま

る

を

得

ざ

る

®

£

.

以

上

に

大

な

る
 

高
：iii

對
じ
て
廣
却

#

.

る̂

V

こ
.と

敝

は

す

暮

黃

aiS, 

2
, 

aid. 

4
)
。

力

S

 
ぱ 

f

 

r

 

I
な 

c

l
 

l
e
w

 

I

r
を
 

V
 

.
貨

f
 

1

5

 ら
 

,

れ

ぶ

時

、貸
主
は

‘之
れ
を

‘
2

し
，而
し
て
借
手
は
使
用
す
る
が

i

め
に
之
れ
を
取
得
す
。
假 

‘乂
货
特
に

S

 

★
の
生

f

 

?

 

 ̂

^
 

^

も
、：正
當
に
利

f

 

?

可
き
も
の
は

.ま

を

！
.
>
む
 

せ
る
人
に
し
之
れ
を
抛
棄
せ

I

に
.非
ず
。
然
れ
ど
も
賞
醇
じ

に

何
等
の
生
産

a

ぁ
る

こ 

.
Cな
し

。

貸

手

與

ふ

る

と

ょ

。

.
然
る
に
是
れ
ま
十
個
は
地
中
の

?

 

若
し
く
一
は
圓

4
.

の
果
？

等

.

3

か

ら
ず
し
て
，彼
れ
等
は
如
何
：
多
敷
の
手
に
？

受

I

ら 

る

S

も
十
個
の

.
S

以
外
の
も
、の

5

る
こ
ご
な
し
。
然
ら
ぱ
彼
れ
等
は

i

に

S

て
返

 

ィ

せ

ダ

一

一

，'
"
^
,

若
し
く
は
十
二
個
と
释
る
可
き
理
由

'那
.邊
に
ぁ

.
る
。

ト
I

マ

ス
の
後 

り
て
ス
ィ
レ
ン

.：：ッエ

0
夫
僧
正
？

ト

ユ
ヌ
ス

(
A
n
t
i
s
)

は
日
ぐ
資
幣
は
其
れ

I

 

の
み
に
て
は
有
利
サ
ギ
も

§

に
非
究
又
た
&
ら
歡
殖
し

得

る

，
,

.

の
に
も
非
や
し

て

、寧

人

ら

ょ

iwi
a
a
w
M
M
Sm

ggsBmllMHyiM
a
a
n
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膚

る
其
の
使
用
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じ
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ン
爲
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ホ
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u
m
m
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g
i
p
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n
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a
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'
^
ム

質
を
有
；す
る
の

‘み
；な

.ら
ネ
、其
：の

.：以

上

に

吾
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が

j

般
に
；資
本
ビ
呼
ぶ
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的
性
質
を
有
す
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又
め
^̂與
せ
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た
る

高

以
上
を
償
遺
す
る
ほ
他
人
の
勞
働
に
勤
し
て
或 

る
岸
に
，支
挪
を
爲
す
：ざ
と

\

爲
る
可

.レ
て
の
論
を
生

-
^
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^
る^
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^

 c
r
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a
n
c
h
a
r
n
e
r
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s
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.
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.

.

敎
會
辟
學
蓉
が
，徵
：

.利
を
非
議
す
チ
が
，爲
め
に

用

；

3

力
る
他
，の
論

.據
は
、利
子
を
支
拂
ふ
ょ
ず

闕
に
氣
し
て
支
挪

.ふ
：も
の

.な
：力

W

言
ふ

.
に
.莊
.ま

.

.斯

く

て

單

繊

：な
：
る‘傲

務

償

還

の

遲

、帶

は

償

,

.
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■
 

•
 

.
 

.

遺
せ
ら
：る
可
き
滴
を
傅
加
す
る
の
理
由
ビ
爲
る
こ

.ビ

.な
し
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ち
時
は
萬

A
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U

共
官
ま

る

#
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時

は
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本

質

上

听

有

せ
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る

-
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こ

と

唯

.は
ざ

る

の

み

S

ら

.. 

< 

.

す
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は
キ
を
生
む
こ
ご
な

S

金
屬
其
の
者
に

等
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く
減
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,何
.物
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.も
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，す

る

こ
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能
は 

す
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す
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3

ひ
.
參
癒

)
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，

狗

じ

徵

.利
を

以

て

反

正

.義
の

，罪

惡

な

ね

«
看

做

す

の

敎

理

は

域

に

っ

貨

幣

は

子

を

，
生

む

も

の
 

に
非
爲
す
の
理
論
に
依
て
援
護
せ
ら
れ
れ
而
し
て
羅
嫩
敎
會
は
今
や
其
の
勢
力 

'の
絕

頂

に

在

な

。
.

：.

若

し

中

世

の

.經

棘

學

者

に

し

て

希

職

古

0

ゆ

態

填

を

収

む

、利

得

を

目

的

V

 

す

る

I

切

®
取

引

を

；
悉

く

賤

劣

な

る

も

の

マ

レ

し

て

徘

斥

せ

ん

か

、這

一

般

の

主

張

は

幾

分

の

效

果
 

あ

ル

レ

な

る

可

し

。

'

 

然

れ

ど

も

彼

等

が

1

定

の

取

引

 ̂

利

得

の

爲

め

!
4

行

は

れ

や

し

て

、
 

之

れ

を

期

待

し

て

企

圓

せ

&

る
：

V
時

は

許

容

せ

も

义

可

き
：？P

の

な

る

を

認

む

る

に

至

ウ

て

、そ 

,
t
i

最

早

同

1

の

效

力

を

.有
す

る

i

の

に

罪

す

。

.

.悔
し

て

彼

れ

等

は

纏

が

て

菅

だ

に

，現

賞

の

損
 

®

のみな

.ら

.す
、利

得

；
，

Q

 ,

停
止
に
對
す
る
賠
償
の
正
當
を
も
認

.，
せ
；

.ざ
：る

を

得

ざ

る

に

至

る

な

(
&

能)

-聖 

> 

1

，
ス
，
の
，
利

子

夢

.は

.蠻

.つ
，ズ

小

信

三

.

.

.数授

.

..
之れ

.' 

-v̂
.fThomas ACJUinas:

の
' 别
息
論

j..

メ 

0

し
"典
の
大
奢

S
u
m
m
a

 Th^ologica

中
ょ
プ
譯
出
し
て
本
誌
第
十
四
盤
ポ
九
號
じ
揭
載
ぜ
リ
。
談

密
路

M

の
記

.憶
，ド
猶

.；ほ. ：

新
た
な
る
可

さ

も
、鼓

.に
' 部
じ
ズ

.參
讀

 ̂

® 

4
0
,
师
し
：

‘

V

夙
ぐ
福
旧
德

H 

• ,
J

バ
博
士
、の
研
究
に
成
れ

-る
.も
の
に

「

ド

ス

*ダ
キ
ス

W

輕濟學説

」

もかこ：

ギ晋人の：

.攀

'示

.
^
^
悅

P

や
：

★
ズ
-1::

般

讀

港

の
‘知
‘悉
ぜ

る

>

.
な

.る

.
可

しC

明

泊S..
十

¥

膨「

經

.
W
學
..研

究」

所

：
載V
O 

: 

',:

wwa!aBawMBiawgMaga:!rwTE?""-?.!/l:*?*!g?isg;:!-5!!;!v*g':!_!i!̂ ぐ
*:;

: 

'
タ

カ

ル

ド

.
：オ

の

通

货

論

(

ニ)

:

,

:

小

信

三

.

.

..S
7 

.
 
.
.
,

s
g
h

 

Price 

of Bullion

タ
の
公
ガ
は
直
ち
に
.庶

民

院

議

員

Francis 

H
o
r
n
e
r

の
.
活
動
を
促
せ
ゥ
。

二
月

一

日
；H

o
r
n
e
r

は
.議
場
に
於
て

-
r
特
別
委
員
會
を
設
け
て
、地
金
現
在
，の
高
價
及

.；ひ
そ
の
紙

.

券
通
貨
の
價
値
に
及
：ぼ
す
影
響
を
調
査
せ
し
む
る
の
目
的
を
以
て
ハ
流
通

‘要
具
及
び
.地
金
資
買

;

の
現
狀
に
關
ず
る
各
糊
の
記
事
報
告

」

.：̂
求
む
る
の
動
議
を
提
出
し
、議

院

の

容

る

/̂
所
ど
な
々

.
て
，ニ
月
す
九
日

"金
地
金
高
價
，の
原
因
を
調
査
し
、及
び
流
：通
要
具
並
に
：朱

^

列
：颇
國
諸
外
國
間

ゆ
；爲
替
の
狀
態
を
考
察
す
る

」

爲
め
の
委
員
，會
任
命
せ
ら
れ
お
ら
。夢

‘ま

、.會
襄
；は
：H

o
m
e
r

に

レ

て
，

サ

1

人
の
委
員
中
に
は

 Perceval, Tierney, 

Giddy, H
e
n
r
y

 

T
h
o
r
n
t
s
,
t

 BaHing, 

H
u
s
k
i
s
s
o
n
,

等
の

. 

•
 

.
 

.

.名
を
數
ふ
。

委
員
會
は
開
：賺
せ

.一
0
、瞪
人
ゆ
意
見
を
，徵
す
る
事
廿
九

#

も
で

"

吿

#
.
を
.作 

成
し
，議
會

.休
會
の
前
且
六
月
八
日

)

漸
ぐ
之
を

.提
出
す

.る
事
を
得
た

.ヶ
^
を
雖
も
、

g

刷
：週延
の
；货

.
 

然
十
泰
2

.ニ21

七)

.
論

靓

1
てトすの通貨論

 

傳九號

.

S

I

I


